
プラム･プルーン特報Ｎｏ.10  
台風10号及び秋雨などの被害に遭われた皆様には、お見舞い申し上げます。また、これから収穫を迎える品種についても

選果、選別には十分注意して下さい。 さて、防除について本年は、・黒斑病、かいよう病・シンクイムシ類の多発が問題と 

 なりました。今後の農薬散布も必ず実施し、病害虫の密度を減らしましょう。 

1．薬剤散布  

≪プラム≫  晩生種 秋姫等    

・散布時期：  9 月上旬 （9/4～９/8 頃） 

・散布薬剤：         水                     １００㍑当り  

              展着剤（まくぴか）         ２０mℓ  

      テッパン液剤            ５０mℓ  （前日、２回） 

オ－シャインフロアブル         ３３mℓ  （前日、３回） 

・対象病害虫：灰星病、シンクイムシ類、（ケムシ類） 

・散布量：１０ａ当り ＳＳ５００ℓ  動噴 ６００ℓ  （散布むらのないよう十分に散布する） 

・注意事項 ① 腐敗果、病虫害果は、園外へ除去しましょう。 

      ② シンクイムシ類の発生が多い場合モスピラン顆粒水溶剤 4000倍（前日、3回）を加用散布する。 

      ③ 収穫中の品種に散布した場合は、丸 1日収穫を休むこと。 

 

 

 

 

 

≪プルーン≫ 晩生種 等 特別散布    
・散布時期： 9 月上旬 （9/4～9/8 頃） 

・散布薬剤：       水                １００ℓ 当り 

     オーシャインフロアブル          ３３mℓ （前日、３回） 

○劇モスピラン顆粒水溶剤            ５０ｇ （前日、3 回） 

・対象病害虫：灰星病、アブラムシ類、（シンクイムシ類） 

・散布量：１０ａ当り ＳＳ５００ℓ  動噴 ６００ℓ  （散布むらのないよう十分に散布する。） 

・注意事項 ① 腐敗果、病虫害果は、園外へ除去しましょう。 

      ② 収穫中の品種に散布した場合は、丸 1日収穫を休むこと。 

２．収穫終了後、各品種の防除 （受粉樹へも散布する） 

※隣接園（特に収穫期の作物）に飛散しないように注意して下さい 

・散布時期：  9 月上旬～ 

 ・散布薬剤：       水             １００ℓ 当り 

      展着剤           （注意事項②参照） 

     ＩＣボルドー４１２        ３．３㎏  

     ○劇ダ－ズバンＤＦ          ３３ｇ  （14 日前、2 回） 
・対象病害虫：黒斑病（かいよう病）、シンクイムシ類、ウメシロカイガラムシ 

・散布量：１０ａ当り ＳＳ４００ℓ  動噴５００ℓ （各主枝、徒長枝等に十分かかるように散布する。） 

・注意事項：  ①汚れが多いので、周辺の作物へ飛散しないようにする。 

②展着剤はアビオン－Ｅ1000倍かＫ.Ｋステッカ－3000倍を使用する。尚、ｋｋステッカ－を使用する場合 

必ず最後に調合する。 

③本年のボルド－散布は収穫後3～4回の防除を実施する。 

３．礼肥の施肥（収穫終了後） ・・・ 天然ボカシ肥 ５袋（１０ａ当り） 

 

   令和 1年 9月 2日 
ＪＡ中野市営農センタ－ 
ＪＡ中野市プラム部会 

 

・散布日  ９月     日 

・散布量        ℓ  

・散布日  ９月     日 

・散布量        ℓ  

・散布日 ９・10 月    日 

・散布量        ℓ  

スモモヒメシンクイムシ発生状況     （ ）内、前週調査数 

(各地区フェロモントラップ調査日：8/21)  ＊上今井地区－ 8 頭↓（43） ＊倭地区－↓89 頭（100） 

(前週フェロモントラップ調査日：8/14)      ＊一本木－ 11 頭↓（72）    ＊草間－ ↓69 頭（119） 


